



















































































































































































































































































同学と共に辺馬帰思有りて詩を賦す」 （原漢文）云々と書いている。すなわち南山の息子の を見て、同じく天才詩人と呼ばれた十数年前の南海を想起したのだ。ちなみにこ 宝永四年、南海は三十二歳。紀州にあって謹慎中の身であった。　































































































































































































































































































































































































































第二十八句「咨嗟」 、ため息をつ てなげくこと。 「天南」はここでは、南海道にある紀伊国をさすのであろう。第三

















ともいうべき のの成立が窺われることは、拙稿「祇園南海と紀州詩壇」 （ 「国文学／言語と文芸」一二八号。平成二十四年三月、一〇六～一一三頁）で述べたところである。　「祇園南海と紀州詩壇」で触れることのできなかった詩人として、次のような人名が見える。　二村蓉洲
）（（
（

















































































。 「雛碧漪」は未詳（ 「碧漪」は、あおいさざなみ） 。第二句は晋






























































































































































































































　「鯤」は大魚の名。東皐をたとえたものであろう。 「緑鬢」は、漆黒のびんづら。一般には女性についていうが、ここでは東皐を指すか。 「白首」は、老人。南海をいうのであろう（東皐より四歳年長に過ぎないのだが） 。
六
















































































































































沙歩」 「金液泉」 「芝雲岩」 「薬王林」 「平草原」 「龍口巌」 「行宮跡」を指す。　
さらに『龍門石詩巻』は平成七年に太平書屋から『祇園南海／龍門石詩巻』の名で複製が刊行され、その解説（二三～三
五頁）を私が執筆した。解説に書いたように、 「銀沙歩」はいわゆる白良浜、 「金液泉」は湯崎温泉、 「芝雲岩」は千畳敷にある、海に突き出した岩をいう。 「薬王林」は現在、湯崎バス停近くにある薬師堂を指し、 「平草原」は白浜を見下ろす標高一三一メートルの草原。千畳敷には龍の口の形をした岩があるので、 「龍口巌」はこれであろう。 「行宮跡」は白河帝が行幸した地をいい 崎の湯の近くにある「行幸源泉」あたりという。　
なかでも興味深いのは「平草原」である。 「平草原公園」などの名称により、今日でも一般に通用している地名だが、そ
















　「紀三井山」はすなわち護国院であるが、 「海龍閣」は未詳。なお 南海にはまた七言古詩「紀三井寺八景」がある（ 「明光夜鶴」 「琴浦
祇園南海の壮年時代
— 51 —









拙稿「写本『鍾秀集』と『南海先生詩稿』 」 （ 「汲古」六十一号、平成二十四年六月、東京、汲古書院）において、この「江州僧某…」
































注５『特別展「祇園南海とその時代」 』九七頁参照。ちなみにこの図録からは、享保七年に次 詩が詠まれてい ことも知られる。 「一
池春水碧羅紋／行尽前渓路未分／休向樵夫問行径／山邨先見杏花雲」
（
19）　
注７『特別展
　
祇園南海
　
図録』二九・七頁、および注５『特別展「祇園南海とその時代」 』九六頁参照。
（
20）　
注７参照。
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